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宮城県

本日の内容

１ 料金制度（３つの料金水準）のあり方

２ 混雑状況・渋滞対策のための料金施策

３ 観光周遊の促進を目的とした周遊パス

４ ミッシングリンク解消によるダブルネットワークの構築

５ ネットワークの機能強化（暫定２車線の４車線化）

６ 適切な管理や機能強化のための「安定的な財源の確保」

≪ 参 考 ≫
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１料金制度（３つの料金水準）のあり方

検証に関する課題

３つの料金水準の導入
[億台キロ]

コロナによる影響

交通量
Ｒ４

Ｒ元
= 94.5％

現行の料金制度

平成２６年度より 「整備重視の料金」から「利用重視の料金」制度導入
１０年目の今年度末に料金制度を検証

「利用重視の料金」：高速道路ネットワークの有効活用やシンプルで合理的な料金体系とすることを
目的として、割高区間の料金水準を引き下げて、３つの区間に整理し、
「３つの料金水準」の考え方を導入

平成２６以降、料金収入・交通量が徐々に増加

コロナ禍後の交通量・料金収入の回復状況に加え、生活様式の変化や２０２４年問題等を
踏まえた償還計画への影響の検証が必要

提供：国土交通省

全国の高速自動車国道における交通量、料金収入の推移

３つの料金水準の導入により交通量や料金収入が増加し、一定の効果が
あったが、令和２年度以降はコロナの影響で交通量、料金収入が減少

料金収入
Ｒ４

Ｒ元
= 92.0％

今後の社会情勢
・コロナ後の

生活様式の変化
・２０２４年問題

[億円(税抜)]
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➣コロナ禍後の生活様式の変化、2024年問題や維持管理費等の増大による償還計画への影響を検証

するため、当面は現行の料金制度を維持しつつ、今後の料金制度及び料金徴収期間を検討

１料金制度（３つの料金水準）のあり方

維持管理費に関する課題 開通から長期間経過した橋梁、トンネルなどの
維持管理費の増大による償還計画への影響が懸念

トンネルの管理コストの推移

橋梁の定期点検結果
（ＮＥＸＣＯ３社の点検結果）

定期点検結果２巡目(１年目)を実施した橋梁において、
１巡目を上回る割合で健全度が低下

抜本的な対策が必要となり、維持管理費の増加

笹子トンネルの事故（H２４）を契機に天井板撤去や
省令点検結果を踏まえた補修対応が必要

橋梁の損傷事例（左：コンクリートの剥落、右：鉄筋の著しい腐食）

トンネルの損傷事例（左：路盤隆起によるひび割れ、右：路盤隆起による段差）

１巡目(H26～)
点検結果

２巡目(H31～)
点検結果

H24～H26の平均管理コスト
約１８１億円

H27～R3の平均管理コスト
約３５２億円

管理延長２３８km増加

約１．９倍
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２混雑状況・渋滞対策のための料金施策（ロードプライシング）

➣混雑状況に応じた渋滞対策、環境負荷低減のための柔軟かつ多様な料金施策の導入を検討

取組事例 渋滞対策のための時間帯に応じた変動料金 ロードプライシング導入で期待される効果

交通量を削減し、
円滑な大会関係者
の輸送に寄与

□特に下記の方向・時間帯で激しい渋滞が発生

上り線（木更津→川崎方面） ： 午後１時～午後８時
※最大渋滞長 ： ２２．８ｋｍ

○対象区間
アクアライン 浮島ＩＣ～木更津金田ＩＣ
上り線（木更津→川崎方面）

○施策内容（普通自動車の例）
0～13時：800円、13～20時：1,200円
20～24時：600円

○対象期間
2023/7/22～2024/3/31の土日・祝日

○対象車両
ＥＴＣ車（全車種）

オリンピック・パラリンピック期間中の料金施策等の取組

東京湾アクアラインの休日渋滞対策の社会実験

○環境負荷の低減

《参考》 海外の取組事例

約４０％減

● シンガポールの事例

方法 ： 特定の区域を通過する車両に対して課金する方式
効果 ： 対象区域の渋滞緩和

● アメリカの事例

方式 ： 乗車人数に応じた車両に課金するレーンを設置する方式
効果 ： 有料レーンの混雑緩和

○施策内容
・混雑時間帯の料金上乗せ

６～２２時：1,000円上乗せ
・深夜帯は５割引

混雑状況に応じた変動料金を実施

○ 高速道路の渋滞による損失（NEXCO３社、本四高速）

貨幣価値換算 ： 約７,２００億円（令和元年度）
（渋滞損失時間 ： ２．３億人時間）

渋滞緩和による経済損失の削減

渋滞緩和により二酸化炭素の排出量が大幅に削減
走行速度

(km/h)

CO2排出量
(g-CO2/km)

● 国内の環境ロードプライシングの取組
首都高速、阪神高速において、大型車・特大車を対象に
１０～３０％の料金割引を実施

都心部の通過交通を湾岸部に転換させ、
住宅地等の沿道環境を改善

４１０

２６２
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３観光周遊の促進を目的とした周遊パス

ＥＴＣ車限定で対象エリアの高速道路が利用期間内に定額で乗り降り自由となるお得な割引商品

周遊パス

全国の２１エリアで周遊割引プランを実施中（令和５年８月時点）

【好評な事例】 東北観光フリーパス（東北６県周遊プラン）

期間 普通車 軽自動車等

２日間 ７，６００円 ６，１００円

３日間 １０，７００円 ８，１００円

○販売価格(東北６県周遊プラン)

○対象区間（東北６県で定額で乗り降り自由）

○利用期間（利用可能日）
令和５年４月１日(土)～
※GW、お盆、年末年始除く

○自治体・観光事業者等との連携(優待特典)

・ 宿泊施設（宿泊費割引等） ：７０施設

・ レジャー施設（料金割引等）：３９施設 など

高速道路料金の心配もなく
様々な名所に赴くことができて、
非常にありがたいと思った。

○利用者の声

こういう企画があると、色々な所に
行きながら、観光地で食事をする
ことで地域貢献が出来るのかなと
思って利用してます。

➣観光需要の創出に資する周遊パスの更なる内容充実や自治体・観光事業者等との連携強化

東北地方のポテンシャル
・６県それぞれの地域に様々な観光資源
・高速道路の総延長：約１,４１４km

(NEXCO・宮城県道路公社の管理区間)

更なる内容の充実
・東北をより満喫するため

４日間以上のプランを設定
・観光事業者等との連携強化

による優待特典の充実

インバウンド回復への対応 コロナの影響で東北六県の外国人宿泊者数が激減

インバウンド回復を後押しするため、外国人限定周遊パスの充実

6



４ミッシングリンク解消によるダブルネットワークの構築

国道42号・すさみ串本道路・串本太地道路（和歌山県）
く し も と く し も と た い じ

整備事例

南海トラフ地震の津波浸水により、国道の約6割が通行不能

防災・減災、国土強靭化5か年加速化対策の予算 を活用して、

ダブルネットワークの整備を重点的かつ集中的に推進

国道42号の台風時の越波状況（すさみ町）

至 大阪

至 三重

すさみ串本道路

延長19.2km
令和7年春開通予定

串本太地道路

延長18.4km

古座川町

串本町

すさみ町

太地町

至 三重

至

大
阪

すさみ南IC

E42

E42

写真

N

くしもとちょう

こ ざ が わちょう

た い じちょう

(太地IC)
た い じ

(古座川IC)
こ ざ が わ

(串本IC)

(和深IC)
わ ぶ か

く し も と

く し も と く し も と た い じ

那智勝浦町
な ち か つ う らちょう

和歌山県

ダブルネットワークの構築で，
津波浸水想定区域を回避する
緊急輸送道路を確保 現状はミッシングリンク

□凡例

ミッシングリンク
が残る主な区間

強靭な道路ネットワーク構築のために、

全国的にミッシングリンク解消が必要

高規格道路において、全国で

約２００区間のミッシングリンク が存在

高規格道路のミッシングリンクの状況

令和5年度道路関係予算概要（国土交通省道路局）「高規格道路ネットワーク図」 を元に全高速で作成

今年６月１４日に議員立法による改正国土強靭化基本法の成立。計画期間や実施すべき施策の

内容・目標・事業規模を定める国土強靭化実施中期計画を策定・実施し、更なる国土強靭化の推進

：国道42号浸水想定区間
：紀勢線（開通済）
：紀勢線（事業中）
：一般国道
：その他道路

※(●●IC)は仮称

出典：近畿地方整備局 事業評価監視委員会
（令和3年度第5回）

白浜町
しらはまちょう

すさみ串本道路
串本太地道路

(計画高15～54m)浸水で
通行不能箇所が発生
(最大津波高11～19m)

津波浸水被害の
回避イメージ

津波に対して
十分な高さを
確保した計画路線

国道42号(現道高2～39m)

➣ミッシングリンク解消によるダブルネットワーク構築のため、予算・財源を例年以上の規模で確保

➣「防災・減災、国土強靭化5か年加速化対策」後も、予算・財源を通常予算とは別枠で確保 7



2５道路ネットワークの機能強化（暫定２車線の４車線化）

➣災害時にも機能する強靱なネットワークの構築のため、暫定2車線の4車線化など機能強化の推進

〇令和2年7月6日発生

① 高速道路の被災概要

：盛土のり面の崩落

（約30m）

①通行止め約 80 時間
② 国道の被災概要

：道路崩壊（約100m）

②通行止め約 41日間

令和２年７月豪雨

【高速道路】（4車線区間の活用）
未被災の車線を対面通行させ、
全面通行止めの早期解除を実現

※ 優先整備区間880kmのうち、

事業化は約230km（約26%）
令和5年4月時点

全 国 総延長 暫定2車線

高規格幹線道路
（供用中）

約12,000km
約1,800km

令和5年4月時点

（約2割）

対面通行状況（高速道路）

被災の状況

由布院IC
九重IC

被災箇所①
(高速道路)

玖珠IC
天瀬高塚IC

日田IC

被災箇所②
（国道）

【高速道路】
対面通行で
早期交通確保

被災箇所①
(高速道路)

【国道】（ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸの活用）
高速道路の無料措置により、
早期の代替交通機能確保を実現

〇 令和3年2月13日発生
〇 切土のり面の崩落

（約70m）
〇通行止め約９１時間

１ R３福島県沖地震

〇 令和4年3月16日発生
〇 盛土のり面及び

路面の損傷
〇通行止め約３６時間

R４福島県沖地震２ 被災箇所②
（国道）

ひ た

【国道】
高速道路の無料措置で代替交通機能確保

E34

福岡県

大分県

杷木IC
は き

あまがせたかつか

く す

ここのえ

ゆ ふ い ん

出典：国土幹線道路部会

大分自動車道（大分県、福岡県区間）

おおいた

常磐自動車道（福島県，宮城県区間）
じょうばん

大分自動車道

国道210号

国道210号

１ ２

災害に強いﾈｯﾄﾜｰｸ構築のため、早期の４車線化が必要

暫定２車線の状況 ４車線整備の効果

暫定２車線区間の通行止めの事例

出典：九州地方整備局
災害に強い国土幹線道路ネットワークについて

早期事業化
を要望

早期完成
を要望
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６ 適切な管理や機能強化のための「安定的な財源の確保」

有料の高速道路

➣有料区間の料金徴収期間延長による財源を活用した更新事業や機能強化の着実な推進

➣無料区間の維持管理・機能強化等を確実に実施するため、有料制度の活用など安定的な財源確保の検討

NEXCO、首都高速、阪神高速において、更新事業費のみで約８兆３千億円が必要となる試算

維持管理、更新事業や機能強化の確実な実施

維持管理・自然災害への対応
●維持管理・修繕や更新事業の確実な実施
●強靭化や機能強化の取組の推進

●利用者負担を基本

●周辺ネットワークの状況や整備の経緯等を踏まえつつ、

地域の意見を聴取

●有料高速道路の隣接区間を中心に慎重に検討

喫緊の課題

今年５月３１日の改正道路整備特別措置法の成立により、
料金徴収期間が最長で２１１５年まで延長可能となり、更新・機能強化の着実な推進

維持管理・修繕

４車線化

無料の高速道路

橋梁の床版取替除雪舗装補修 土工構造の更新イメージ 橋梁耐震化

更 新 機 能 強 化舗装補修、除雪等の維持管理・修繕
の費用は、今後も継続的に発生

機能を維持・継続するために、
橋梁等の更なる更新事業が必要

暫定２車線区間の４車線化、激甚化する
災害等に対応するため、機能強化が必要

今後の課題

国土幹線道路部会中間答申（令和３年８月）
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